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別
掲
の
文
は
１
８
５
４
年
（
安

政
元
年
）
安
政
南
海
地
震
津
波
の

出
来
事
を
も
と
に
教
科
書
に
載
っ

た
「
稲
む
ら
の
火
」
の
冒
頭
だ
。

物
語
は
、
地
震
後
の
津
波
へ
の
警

戒
と
早
期
避
難
の
重
要
性
、
人
命

救
助
の
犠
牲
的
精
神
を
説
く
。

　
小
泉
八
雲
が
「A

�Living�
G
od�

（
生
き
神
様
）」
と
紹
介
し

た
紀
伊
国
広
村
（
現
和
歌
山
県
有

田
郡
広
川
町
）
の
長
、
浜
口
儀
兵

衛
の
物
語
を
小
学
校
教
員
だ
っ
た

中
井
常
蔵
が
翻
訳
・
再
話
し
、
１

９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
か
ら
約

10
年
間
、
国
定
国
語
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
た
。
戦
後
の
検
定
教
科
書

で
も
引
き
継
が
れ
、
学
校
図
書
発

行
の
「
五
年
生
の
国
語
下
」
や
二

葉
㈱
発
行
の
「
新
編
国
語
の
本�

５
年
Ⅱ
」
で
、「
人
々
の
た
め
に
」

と
い
う
単
元
で
60
年
度
（
昭
和
35

年
度
）
ま
で
用
い
ら
れ
た
。

　
実
在
人
物
の
業
績
や
生
き
方
を

素
材
と
す
る
「
伝
記
」
は
、
特
に

小
学
校
高
学
年
で
男
女
と
も
に
上

位
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

子
ど
も
の
読
書
の
好
み
に
合
う
。

　
学
校
教
育
で
の
伝
記
教
材
は
、

戦
前
は
「
修
身
」、
戦
後
は
小
中

学
校
の
国
語
教
育
で
、
生
徒
に
生

き
方
の
一
つ
の
規
範
を
示
す
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
70
年
代
ま
で

の
小
学
校
国
語
教
科
書
で
は
、
福

沢
諭
吉
、
エ
ジ
ソ
ン
、
キ
ュ
リ
ー

夫
人
、
野
口
英
世
な
ど
が
複
数
の

教
科
書
で
採
録
さ
れ
、
典
型
的
な

人
物
像
を
示
し
て
い
た
。
伝
記
は

文
明
国
家
の
建
設
を
志
向
す
る
と

と
も
に
、
近
代
社
会
の
実
現
を
肯

定
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
へ
の
寄
与

を
重
視
し
て
勉
学
、
努
力
、
利
他

的
精
神
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
二
葉
㈱
発
行
「
新
編
国
語
の
本�

５
年
Ⅱ
」
で
は
「
い
な
む
ら
の

火
」
と
合
わ
せ
「
デ
ン
マ
ー
ク
の

柱
」
と
い
う
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て

い
た
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
の
戦
争
に
敗
れ
て
シ
ュ
レ
ス
ウ

ィ
ヒ
と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
２
州
を

奪
わ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
復
興
を

願
う
工
兵
士
官
ダ
ル
ガ
ス
が
、
残

さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
土
の
半

分
以
上
を
占
め
る
荒
漠
の
地
ユ
ト

ラ
ン
ド
に
、
植
林
を
行
っ
て
沃
土

と
な
し
た
。
ダ
ル
ガ
ス
親
子
を
中

心
に
国
民
の
努
力
の
物
語
で
、
国

土
へ
の
働
き
か
け
の
話
だ
。

　
80
年
代
以
降
は
、
伝
記
の
採
録

数
自
体
が
極
端
に
減
る
う
え
、
特

定
の
人
物
の
伝
記
の
採
録
が
重
な

る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

　
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
度

か
ら
検
定
教
科
書
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
光
村
図
書
出
版
の
小
学

５
年
生
用
教
科
書
『
国
語�

五�

銀

河
』
は
、
防
災
学
者
の
河
田
惠
昭

先
生
が
書
い
た
「
百
年
後
の
ふ
る

さ
と
を
守
る
」
と
い
う
、
浜
口
儀

兵
衛
の
伝
記
を
掲
載
し
た
。「
百

年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」
は
、

「
稲
む
ら
の
火
」
の
一
部
を
採
録

し
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
浜
口
儀
兵

衛
の
事
績
を
紹
介
し
て
い
る
。

　「
稲
む
ら
の
火
」
に
は
描
か
れ

て
な
い
が
、
儀
兵
衛
の
偉
業
は
災

害
に
際
し
て
村
民
の
迅
速
な
避
難

に
貢
献
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
被

災
後
も
将
来
再
び
同
様
の
災
害
が

起
こ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
私
財
を

投
じ
て
防
潮
堤
を
築
造
し
た
点
に

も
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
広
川
町

の
中
心
部
で
は
、
昭
和
の
東
南
海

地
震
・
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
に

際
し
て
被
害
を
免
れ
た
。

　
現
在
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
い

る
豊
か
で
安
全
な
生
活
は
、
先
祖

が
農
業
基
盤
や
交
通
基
盤
を
整
備

し
、
川
を
治
め
、
水
資
源
を
開
発

す
る
な
ど
、
絶
え
間
な
く
国
土
に

働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

土
か
ら
恵
み
を
返
し
て
も
ら
っ
て

き
た
歴
史
の
賜
物
で
あ
る
。

　
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
世
代

も
国
土
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
、

将
来
世
代
に
対
し
よ
り
良
い
社
会

基
盤
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
日
本
人
の
国
土
へ
の
働
き

か
け
の
歴
史
、
ま
た
世
界
の
国
々

の
国
土
へ
の
働
き
か
け
の
成
果
や

現
在
の
努
力
に
つ
い
て
学
び
続
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
教

育
の
目
標
（
第
２
条
）
に
「
豊
か

な
情
操
と
道
徳
心
」「
自
律
の
精

神
」「
職
業
・
生
活
と
の
関
連
の

重
視
」「
公
共
の
精
神
」「
生
命
や

自
然
の
尊
重
」「
伝
統
と
文
化
の

尊
重
・
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き

た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
な

ど
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
平
成
20
年
告
示
の
小
学
校
学
習

指
導
要
領
は
、
５
・
６
年
生
が
読

む
こ
と
の
言
語
活
動
と
し
て
「
伝

記
を
読
み
、
自
分
の
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
」
を
明
示
し
、

国
語
科
教
材
と
し
て
伝
記
を
重
視

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
百
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」

の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ

て
い
る
。

　『
地
震
の
多
い
こ
の
国
に
生
き

　浮世絵の巨匠、歌川広重。明治初期の三
代目歌川広重の時代には、作品は明治の様
相を反映し鉄道や橋梁など土木構造物がモ
チーフとして描かれるようになります。道
の風景でも時代の変遷が感じ取れるのは
「東海名所改正道中記」の「程か谷　境木
の立場」。今の道の駅にも通じる立場と呼
ばれた休憩所の上空に、奇妙な黒い三本の
線がくっきり見て取れます。この線は日本
人が初めてエレクトロニクスと相まみえる
「電信線」。三代目広重は電信線が松の木を
伝って伸びる明治の東海道の情景を、巧み

な刀さばきで浮世絵として見事に描きまし
た。今日では風景を壊す負のイメージとな
った電柱や電線ですが、もし広重が芸術性
を毀損させると考えたなら、モチーフとし
ては取り上げなかったでしょう。
　無電柱化を現代の世界主要都市にみると
ロンドンやパリが 100％地中化されてい
るのに、日本で最も無電柱化が進む東京
23区ですら 10％を下回る状況で、電線立
国ともいえる日本独特の風景です。近年は
防災の観点からも電柱・電線の地中化が進
められていますが、モバイルエレクトロニ
クス技術の飛躍的な進展で、有線に頼って
いた電信・電話技術も無線化へシフトして
います。「線」に頼らずコミュニケーショ
ンできる時代に広重が生きたなら、現代の
立場「道の駅」の姿をどのようなモチーフ
としてトリミングするのかと考えます。

「
稲
む
ら
の
火
」
で
防
災
を
学
ぶ

シリーズ「国土教育」 小学校国語教育における「伝記」の重要性

「百年後のふるさとを守る」新しい学校教育

る
わ
た
し
た
ち
は
、
儀
兵
衛
が
し

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
か
ら
、
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。今
も
広
川
町
で
は
、

小
中
学
生
に
よ
る
堤
防
の
手
入
れ

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
夏
休
み
も

終
わ
り
か
け
の
暑
い
日
、
子
ど
も

た
ち
は
儀
兵
衛
に
感
謝
し
、
ふ
る

さ
と
の
安
全
を
願
っ
て
、
一
心
に

草
取
り
に
あ
せ
を
流
す
。』

　「
百
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」

に
は
国
土
教
育
の
可
能
性
が
詰
ま

っ
て
い
る
。
新
し
い
学
校
教
育
、

新
し
い
国
語
教
科
書
が
切
り
開
く

未
来
に
期
待
し
た
い
。（
国
土
交

通
省

　国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所

　総
合
技
術
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー

　森
田
康
夫
）

稲むらの火の銅像

７

「稲むらの火」
　「これは、ただごとではない。」とつぶやきながら、五兵衛
は家から出て来た。今の地しんは、別にはげしいというほど
のものではなかった。しかし、長いゆったりとしたゆれ方と、
うなるような地鳴りとは、年取った五兵衛にも、今まで経験
したことのないような気味悪さであった。（中略）
　五兵衛は、村から海へ目を移した。そして、そこにすいつ
けられてしまった。風とは反対に、波がおきへおきへと動いて、
広いすな原や黒い岩底が、見る見るうちに現れてきた。「たい
へんだ。つなみがやって来るにちがいない。」と、五兵衛は思っ
た。このままにしておいたら、四百人の命が、村といっしょ
にひとのみにされてしまう。もう一こくもゆだんはできない。
　「そうだ、・・・・よし。」とさけんで家にかけこんだ五兵衛
は、大きなたいまつを持って、飛びだして来た。そこには、
取り入れるばかりになっている、たくさんのいなたばが積ん
である。「もったいないが、これで村じゅうの命がすくえるの
だ。」　五兵衛はいきなり、そのいなむらの一つに火をつけた。
風にあおられて、火の手がぱっと上がった。一つ、また一つ、
五兵衛はむちゅうで走った。（後略）
＝二葉㈱発行「新編国語の本�５年Ⅱ」昭和 30 年文部省検定
済より

浜口儀兵衛

ふじみ
吉田�二士 代表取締役

　富士見温泉と農産物直売所からなる赤城

群馬県前橋市富士見町石井 1569-1
国道 353 号　　TEL.027-230-5555

山南麓の中核施設で、富士山が見えます。珍しい大
深度源泉の温泉は、「行ってみたい温泉のある道の駅」
で一位。県産品売店では福島県復興ショップ「ふく
しまや」も営業中で、直売所では新鮮な農産物を生
産者の見える安心感と低価格で提供しています。

豊平どんぐり村
圓山�貴子支配人

　「そばの里」として町おこしを始めて

広島県北広島町都志見 2609
広島県道 40 号　　TEL.0826-84-1313

四半世紀。そば打ち体験施設・宿泊施設・スポー
ツ施設・食事処・産直市等を備えた滞在型の道の
駅です。年4回四季の味を楽しんでいただくイベ
ント「食の浪漫紀行」を開催しており、秋の「新
そばまつり」は町を挙げて盛り上がります。

ことおか
渡辺�るみ子 駅長

　じゅんさいで有名な地域です。体験

秋田県三種町鹿渡字高石野 126-1
国道 7号　　TEL.0185-87-4311

学習物産館の２Ｆ体験学習室では、土笛作りや押
し花アートを体験できます。レストランでは、地
元産のあきたこまち米を使用したメニューがあ
り、利用者に好評です。特産として、こはぢゃソ
フトや梅ジュース、なまはげクレープがあります。




